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Ⅰ はじめに 

今後の道路整備・管理の実施に際しては、人口減少社会の到来や道路ストックの

更新投資の本格化などの社会的背景を踏まえ、計画的・効率的に進めることが必要

である。このため、今後の道路整備・管理を計画的・効率的に進める上で基本となる

方針を明確化する必要があり、平成 20 年度を初年度とする 5 年間を計画期間とする

「道路の中期計画」として取りまとめる。 

 「道路の中期計画」では、道路特定財源制度の廃止に際し、道路のみ事業費を

閣議決定している仕組みを改める。具体的には、事業費ありきの計画を改め、計画内

容を「事業費」から「達成される成果」（アウトカム指標）へと転換するとともに、厳格な

事業評価、政策課題及び投資の重点化など、今後の選択と集中の基本的な方向性

を示すものとする。また、他の社会資本整備との連携を図り、「中国ブロックの社会資

本の重点整備方針」と整合を図ることとする。 

計画期間中の道路整備・管理は、本計画に基づき実施し、その際には、徹底した

コスト縮減を図るとともに、道路関係業務の執行に当たっては、無駄の徹底した排除

に取り組む。 

なお、今後の社会経済の動向や財政事情等を勘案しつつ、必要に応じ、計画を見

直すこととする。 

本計画は、上記を踏まえ、地域づくり・まちづくりとの連携や地域における道路の位

置づけ・役割を重視するなど、地域の実情を勘案した中国地方版の中期計画であ

る。 
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Ⅱ 中国地方の現状と課題 

１．国際的な産業競争力の強化を踏まえた基盤整備が課題 

地域経済の持続的発展を目指したグローバルな経済戦略の必要性が高まっている。その

ようななか中国地方では、急成長を続けるとともに今後の経済発展が期待される北東アジア

との連携や、ものづくり産業の強みを活かした産業競争力の強化を図るため、陸・海・空の

物流・人流基盤の国際的・総合的な整備が求められている。 

① 未完成の高速交通ネットワーク 

山陰地方や山陰山陽間を連絡する道路整備の遅れから、中国地方全体での

経済循環が構築されておらず、山陰山陽間で所得水準等の格差が拡大し、地域

の衰退や崩壊が懸念されている。今後、経済的な自立や競争力の強化に向け、

主要都市を有機的に連携し、循環型経済の実現を図ることが重要である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 広域的な物流ネットワークが確立できていない中国地方 

ブロックの競争力を支える高速交通ネットワークが未完成であることに加え、山

陰地方唯一の幹線道路である国道 9 号等では、いまだ国際コンテナ通行支障区

間が存在するなど、広域的な物流ネットワークが確立されていない状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲国際コンテナ通行支障区間 

▲中国地方における高規格幹線道路の整備状況（H19 年末）

▲国際コンテナ通行支障トンネル 

（清水トンネル） 
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③ 欧米諸国に比べ、拠点的な空港・港湾と高速 IC が連結されていない 

中国地方では、国際競争力の

強化のために必要不可欠である

拠点的な空港や港湾と高速交通

ネットワークとの連結が不十分であ

り、中国地方の空港・港湾におけ

る高速 IC 連結率は、欧米諸国の

半分程度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 都市部で慢性的に発生する交通渋滞 

中国地方では都市部を中心として慢性的な交通渋滞が発生しており、円滑な

産業活動や経済活動などに支障をきたしている。特に、広島市や岡山市をはじめ

とする山陽側に交通渋滞が集中しており、多大な経済的損失が生じている。 

 

 

▼高速 IC から 10 分で到達できる空港・港湾の割合

94%

82% 80%

43%

88% 88%

62%

35%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

アメリカ

（H13末）

欧州

（H13末）

日本

（H18末）

中国地方

（H19末）

空港

港湾

資料：国土交通省 

※対象空港：日本/第1種空港および国際定期便が就航している第2種空港

⇒20空港 

欧米/国際定期便が就航している空港 

対象港湾：日本/総貨物取扱量が年間1,000万ｔ以上又は国際貨物取扱

量が年間500万ｔ以上の重要港湾及び特定重要港湾（国

際コンテナ航路、国際フェリー航路及び内貿ユニット航路

のいずれも設定されていないものを除く）⇒47港湾 

欧州/総貨物取扱量が年間1,000万ｔ以上の港湾 

米国/総貨物取扱量が年間1,000万ｔ以上又は国際貨物取扱

量が年間500万ｔ以上の港湾 

▲中国地方における交通渋滞による 1km あたり損失時間

凡 例 

■ 直轄国道 

■ 補助国道 

■ その他道路 

広島都市圏

岡山都市圏

R54

R9

R191 

R2

R2

R53

福山都市圏 

下関都市圏 

山陽側の都市部に 

交通渋滞が集中 

※H19.4～H20.3ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ及びH17ｾﾝｻｽﾃﾞｰﾀ等により算出（県道以上）

山口県

広島県

島根県

鳥取県 

岡山県 

鳥取県

8%

岡山県
30%

山口県

18%

広島県

36%

島根県

9%

山陰地方
17%

山陽地方
83%

▼地方別年間渋滞損失時間 
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２．自然災害等への防災・減災対策など、安全安心な暮らしの確保が課題 

近年、異常気象による災害被害が頻発している。今後は、従来のようなハード整備に加え、

地域住民と行政が連携した地域防災など、ソフト面での対策強化も重要である。また、交通

事故はひとたび発生した場合、多大な被害が生じるおそれがあるとともに、社会的影響も大

きいことから、事故発生を未然に防ぐことが重要である。 

① 土砂災害などの自然災害に脆弱な中国地方 

中国地方は土砂災害危険箇所が多

く、自然災害に対して脆弱な道路ネット

ワークとなっている。特に、山陰地方は、

国道が唯一の幹線道路であるため、災

害時の通行規制により交通機能が麻

痺し、日常生活や経済活動にも多大な

支障を及ぼしている状況にある。 

② 豪雨等の災害時に孤立する集落や災害に脆弱な密集市街地が存在 

中国地方の中山間地域では孤立危険地域に14万人(H19.3時点)も居住してい

る。一方、都市部では、防災上課題のある市街地が依然として多く残されており、

重点的に改善を進めるべき密集市街地は179haも存在する。 

③ 都市部で多発する交通事故 

交通事故による死者数は年々減少傾向にあるものの、都市部の死傷事故は依

然として高い確率で発生しており、引き続き重点的な対策が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 増加する歩行者・自転車関連の交通事故 

近年特に、子どもや高齢者などが巻き込まれる交通事

故が多く、また、増加する自転車交通との交錯による事故

も多発していることから、歩行者や自転車利用者からの観

点での安全で安心な道路空間の確保が求められている。 

土砂災害危険箇所数
ワーストランキング

１ 広島県 31,987
２ 島根県 22,296
３ 山口県 22,248
４ 兵庫県 20,748
５ 大分県 19,460

２０ 岡山県 11,999

３６ 鳥取県 6,168
・・・

・・・

▲豪雨による道路被害 

（山陰道 H18.7） 

▲歩道がなく危険な通学路 

資料：都道府県別土砂災害危険箇所

（国土交通省） 

地すべり危険箇所(H10) 

土石流危険渓流等、 

急傾斜地崩壊危険箇所等(H14) 

▲中国地方における死傷事故の発生状況

：死傷事故率 300 件/億台キロ以上 

：死傷事故率 300 件/億台キロ未満 

広島都市圏

岡山都市圏 

R54

R9

R191 

R2 

R2

R53 

山口県

広島県

島根県

鳥取県

岡山県

資料：交通事故統合DB(H16-H19)

山陽側の都市部に 

死傷事故が集中 
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３．中山間地域の生活基盤の維持と豊かな生活環境の創出が課題 

中山間地域では、全国に先行して高齢化が進展しており、生活基盤の維持が求められ

ている。自立的な生活圏域を確立するための交流基盤整備など、人口減少を考慮した社

会資本整備を進めていく必要がある。 

① 人口減少や高齢化が進行し、多くの小規模高齢化集落を抱える中国地方 

中国地方は、全国に先行して人口減少や高齢化が進展したため、小規模集落

及び高齢化集落の数は全国でも突出しており、小規模高齢化集落※１が多くなっ

ている。特に、人口規模が小さく基幹産業に乏しい中山間地域では、生産年齢

人口も減少しており、地域経済の活力の低下要因となっている。 

※１ 小規模高齢化集落：世帯数が 19 世帯以下で住民の過半数が 65 歳以上の集落 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 中山間地域の生活基盤の崩壊が進行 

中山間地域は、医師不足の深刻化をはじめとする生活基盤が危機的状況にあ

る。特に、小児科、産科・婦人科の医師不足は深刻となっており、医師の居ない

医療空白地帯が多数存在する。 
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659
485

1,179

511

2,269

3,207

319
736

302 216 613 417
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-
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小規模集落

高齢化集落

▲医師（小児科、産科・婦人科）の空白地域 

資料：H16年度医師・歯科医師・薬剤師調査 
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全国 

▼高齢化率の推移 ▼小規模集落及び高齢化集落の全国比較

資料：H17国勢調査 資料：国土形成計画策定のための集落の状況に関する現況把握調査最終報告（H19.8）  

小規模集落；世帯数が19世帯以下の集落   高齢化集落；住民の過半数が65歳以上の集落 

5,662

2,270

（集落数） （％） 

35 
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③ 高齢者や障害者等への配慮が不足 

中国地方のバリアフリー化率は全国に

比べ進んでいるものの、依然として高齢

者などへの配慮がなされていない歩行

空間が多く存在する。全国に先行して高

齢化の進む地域であることから、高齢者

をはじめ、誰もが安心して利用できる道

路整備を進める必要がある。 

 

④ いまだ改善されない幹線道路における夜間騒音 

中国地方の直轄国道のうち、約 3 割の区間において夜間騒音の要請限度を超

過している。良好な沿道環境を保全するため、幹線道路等における道路環境対

策が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.9
50.8
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38.7
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鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 全国

▼歩道空間のバリアフリー化率 

バリアフリー化率は 
５割程度と道半ば 

▲中国地方における夜間騒音レベル 

資料：歩行者空間のバリアフリー化状況（国土交通省） 

    平成17年度末 

資料：H18環境センサス（夜間騒音レベル） 

▲一般国道 2 号 海田大正交差点 
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４．地域間の交流・連携の強化が課題 

様々な都市が適度に分散する中国地方の地域特性を活かすため、各地域の交流・連携

の軸となる基盤整備を推進し、広域観光等の活性化を図ることで、中国地方の一体的な地

域づくりを推進していく必要がある。 

① 地域間の移動に多大な時間を要する山陰地方及び中山間地域 

中国地方では、旅客輸送の 9 割強を自動車が分担しており、全国に比べ自動

車への依存度が高い傾向にある。特に、山陰地方は著しく、日常生活に必要不

可欠な存在である。それにもかかわらず、山陰地方の高速交通ネットワーク整備

は著しく遅れており、移動に多大な時間を要している。（山陽側の約 1.8 倍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 日常生活中心拠点へのアクセス性の低い山陰地方及び中山間地域 

地方都市は周辺市町村にとって、通勤や通学、買物などの日常生活の拠点で

あり、重要な役割を担っている。しかし、中山間地域の多くはアクセス性が低く、生

活関連サービスを充分に享受できていない状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料; H17道路交通センサスにおける混雑時旅行速度 

※道路網はH19年度末時点 

● 二次生活圏中心都市 
■ 30分以内で到達可能な市町村 
□ 30分以上要する市町村 

中山間地域を中心に
30分以上要する 
地域が多数存在

▲二次生活圏中心都市への所要時間 

※資料; H17道路交通センサスにおける混雑時旅行速度 

※道路網はH19年度末時点 

※広島市～岡山市を基準とした場合のイメージであり、都市間の所要

時間と位置関係については一部一致していない部分が存在する 

▲主要都市の地理的位置と時間的位置（自動車利用の場合） 
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③ 高いポテンシャルを活かしきれていない観光産業 

中国地方は、3 つの世界遺産をはじめとする歴史・文化資源や自然資源など、

数多くの観光地を有している。しかしながら、観光地が中国全体に点在しているた

め、周遊観光が困難となっており、そのポテンシャルを活かしきれていない状況に

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 4 割のツアーが 

広島～萩周辺を周遊 

※ JTB、ANA、近畿日本ツーリスト、ビッグホリデーの 4 社パンフレットより、 

  平成 18 年 10 月以降に東京から中国地方を催行する添乗員同行の 20 ツアーを対象として集計  

※ 帰路でブロック外の空港利用のツアーも含む 

※ 中国地方をスタートとするツアーを集計 

※ 線の太さは、ペア数の多さを表す 

▲東京発の主なツアールート 

約 4 割のツアーが 

出雲～鳥取周辺を周遊

世界遺産石見銀山 

ツアーが組み

づらい状況

石見銀山（大田市） 

  

 

 

原爆ドーム（広島市）

  

厳島神社（廿日市市）
  



  

 - 9 -

５．変化する社会情勢を踏まえた横断的な取り組み 

近年、めまぐるしく変化する社会状況を考慮し、道路ストックの老朽化の進行や地球温暖

化への対応など、戦略間や施策間において横断的に取り組んでいく必要がある。 

① 年々急増する更新すべき道路構造物 

道路ストックの多くが高度成長期に建設されており、今後一斉に更新すべき時

期を迎える。中国地方にも多くの道路ストックが存在するため、厳しい財政事情の

下で、既存ストックの点検・維持・管理を着実に推進することが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自動車交通が地球温暖化に与える影響は多大 

運輸部門から排出される温室効

果ガスは全体の約 2 割を占め、その

うちの約 9 割が自動車に起因してお

り、道路行政としても CO2 排出量削

減への取組みは必要である。特に中

国地方は自動車への依存度が高く、

排出量削減は重要である。 

 

 

9 25 39 39 49

179

290

431

343

294

164 163

226

118
145 154

0

100

200

300

400

500

1926
   -30

1936
   -40

1946
   -50

1956
   -60

1966
   -70

1976
   -80

1986
   -90

1996
   -00

▼中国地方における架設橋梁数の推移 

▲国道 191 号中山橋（S41 年建設） 

▲アストラムラインにおける漏水腐食進行

▼部門別 CO2 排出量と運輸部門における排出量内訳

運輸部門

19％

エネルギー

転換部門

6％

産業部門

36％

民生部門

32％

工業プロセス

4％

廃棄物

2％

総排出量

（2007年）

1,304百万t-CO2
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10%
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40%

50%
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80%

90%

100%

自動車

約9割

航空機
鉄道

船舶

資料：温室効果ガスインベントリオフィス

■ 建設後 50 年以上経過する橋梁 

※ 全橋梁数 2,815 橋（H18 時点） 

▼建設後 50 年以上経過する橋梁数（中国地方）

１３％（378 橋） ４１％（1159 橋） ６２％（1753 橋）

13％ 41％ 62％

2006 年 2016 年 2026 年 

（橋梁数） 

今後 20 年で建設 50 年

を経過する橋梁 既に建設 50 年が経過した橋梁 
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Ⅲ 重点的に取り組む道路施策 

１．重点戦略と重点目標 

 中国地方の課題解決に向け、H20～H24 年の 5 箇年を計画期間とし、以下に示す 5

つの重点戦略と、それに基づく 10 の重点目標を設定し、目標達成に向けて、効果的

かつ効率的な事業執行を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重点戦略】 【重点目標】 

１．交通ネットワークの強化 
  ①企業立地促進など、産業競争力の強化に向けた高速交通ネットワーク整備 

  ②空港・港湾等の物流拠点と高速交通ネットワークとのアクセス強化 

１．良好な都市空間の形成 
  ①沿道環境の保全に向けた取り組み 

  ②賑わい創出を支援するための道路空間の整備や利活用 

１．災害の防止・軽減 
  ①信頼性の高い交通機能・空間機能の確保 

  ②冬期の安定した道路交通の確保 

  ③孤立地区の解消など生命線となる道路の整備 

  ④災害時におけるライフラインの確保 

２．交通安全の向上 
  ①地域と連携した交通事故対策の推進 

  ②歩行者や自転車利用者のための安全・安心な道路空間の確保 

  ③高齢者等が安心して利用できる工夫 

  ④安心できる子育て環境の創出 

  ⑤踏切対策の実施 

２．地球環境問題への対応 
  ①CO2 排出量削減に向けた交通円滑化の推進 

  ②公共交通機関の利便性向上等による自動車総量の抑制 

２．中山間地域等の居住環境の向上や生活サービスの充実 
  ①日常的な移動の利便性・安全性の向上 

  ②高次医療施設へのアクセス向上 

  ③道の駅等を活用した生活拠点の確立 

１．都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生 
  ①”人”や”物”のブロック内循環を支援するための道路ネットワーク整備 

  ②都市の基礎的な生活機能の連携や交流を支援する生活幹線道路ネット

ワークの整備 

２．都市内交通の円滑化 
  ①産業の競争力強化に向けた、”人”や”物“の移動の円滑化 

  ②都市の骨格形成及び機能の向上 

  ③都市内移動の快適性・利便性の向上 

２．広域観光の促進 
  ①観光地の周遊性を高める道路ネットワークの整備 

  ②地域の最新情報や魅力などの積極的な情報発信 

１．社会資本整備の効率化や社会資本ストックの有効活用 
  ①高齢化する道路ストックの計画的かつ戦略的な維持管理 

  ②既存高速道路ネットワークの有効活用・機能強化 

  ③道路の維持管理分野における技術開発の推進 

Ⅰ： 

競争力のある 

地域経済社会の再構築 

Ⅱ： 

安全で、誰もが安心して 

暮らせる地域づくり 

Ⅲ： 

多彩な文化と自然を 

活かした豊かで快適な 

くらし・社会の創造 

Ⅳ： 

交流・連携による 

一体的で活力のある 

地域づくり 

Ⅴ： 

横断的な取組 



  

 - 11 -

２．重点目標の達成に向け、講じるべき道路施策 

 重点戦略Ⅰ：競争力のある地域経済社会の再構築  

北東アジアとの競争・連携による国際的な競争力の一層の強化や、中国地方内及び

他圏域との連携による産業振興を図るため、高速交通ネットワークの整備・活用、都市

内交通の円滑化を推進する。 

 

重点目標１：交通ネットワークの強化 

①企業立地促進など、産業競争力の強化に向けた

高速交通ネットワーク整備 

広域的な産業経済活動や交流・連携の活発化

を図り、企業立地を促進させると同時に、国際的

な産業競争力の向上を図るなど、中国地方の競

争力強化に向け、山陰道や横断道などの高規格

幹線道路等の整備を推進するとともに、利便性

向上に向けたアクセス道路の整備を行う。 

②空港・港湾等の物流拠点と高速交通ネットワーク

とのアクセス強化 

中国地方の国際競争力の強化に向け、国際交

流や物流の拠点である空港や港湾と高規格幹線

道路や地域高規格道路等とのアクセス道路の整

備を行う。 

【主要事業】 

【山陰自動車道（斐川～出雲）（島根県）H21 年度完成】 

【中国横断自動車道姫路鳥取線（佐用～大原）（岡山県）H21 年度完成】 

【中国横断自動車道姫路鳥取線（大原～西粟倉）（岡山県）】 

【中国横断自動車道姫路鳥取線（智頭～河原）（鳥取県）H20 年度完成】 

【中国横断自動車道姫路鳥取線（河原～鳥取）（鳥取県）H21 年度完成】 

【中国横断自動車道尾道松江線（尾道～甲山）（広島県）計画期間内完成】 

【中国横断自動車道尾道松江線（甲山～三刀屋木次）（島根県、広島県）】 

【一般国道 9 号 鳥取西道路、鳥取西道路（Ⅱ期）、鳥取西道路（Ⅲ期）（鳥取県）】 

【一般国道 9 号 東伯・中山道路（鳥取県）計画期間内完成】 

【一般国道 9 号 中山・名和道路（鳥取県）】 

【一般国道 9 号 名和・淀江道路（鳥取県）】 

 

 

▲高規格幹線道路の整備 

（中国横断自動車道 姫路鳥取線） 

▲高規格幹線道路の整備状況（H19 年末）
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【主要事業】 

【一般国道 9 号 松江道路（島根県）H21 年度完成】 

【一般国道 9 号 出雲・湖陵道路（島根県）】 

【一般国道 9 号 多伎・朝山道路（島根県）】 

【一般国道 9 号 朝山・大田道路（島根県）】 

【一般国道 9 号 静間・仁摩道路（島根県）】 

【一般国道 9 号 仁摩・温泉津道路（島根県）】 

【一般国道 9 号 浜田・三隅道路（島根県）】 

【一般国道 9 号 益田道路（遠田～久城）（島根県）H21 年度完成】 

【一般国道 9 号 益田道路（久城～高津）（島根県）】 

【一般国道 373 号 志戸坂峠道路（鳥取県、岡山県）】 

【東広島・呉自動車道（一般国道 375 号 東広島・呉道路（呉～黒瀬））（広島県）計画期間内完成】 

【東広島・呉自動車道（一般国道 375 号 東広島・呉道路（黒瀬～馬木））（広島県）】 

【東広島・呉自動車道（一般国道 375 号 東広島・呉道路（上三永～東広島 JCT））（広島県）H21 年度完成】 

【鳥取豊岡宮津自動車道（一般国道 9 号 駟馳山バイパス）（鳥取県）】 

【岩国大竹道路（一般国道 2 号 岩国・大竹道路）（広島県、山口県）】 

【下関西道路（一般国道 191 号 下関北バイパス）（山口県）】 

【一般国道 2 号 西条バイパス（現道拡幅部）（広島県）H21 年度完成】 

【一般国道 2 号 戸田拡幅（山口県）計画期間内完成】 

【一般国道 54 号 三刀屋拡幅（島根県）】 

【鳥取豊岡宮津自動車道（一般国道 178 号 東浜居組道路）（鳥取県）H20 年度完成】 

【鳥取豊岡宮津自動車道（一般国道 178 号 岩美道路）（鳥取県）】 

【主要地方道 鳥取河原用瀬線 嶋工区（鳥取県）計画期間内完成】 

【主要地方道 東伯野添線 東伯西 IC 工区（鳥取県）計画期間内完成】 

【一般県道 河原インター線（鳥取県）】 

【境港出雲道路（一般県道 出雲インター線）（島根県）H21 年度完成】 

【一般県道 熱田インター線（熱田工区）（島根県）H24 年度完成】 

【一般国道 429 号 倉敷・総社バイパス（岡山県）計画期間内完成】 

【一般国道 429 号 大原 IC 関連（岡山県）H21 年度完成】 

【広島中央フライトロード（主要地方道 本郷大和線）（広島県）H22 年度完成】 

【東広島高田道路（一般国道 375 号 東広島道路（東広島 JCT～溝口））（広島県）H21 年度完成】 

【東広島高田道路（主要地方道 吉田豊栄線 向原吉田道路）（広島県）】 

【山口宇部小野田連絡道路（主要地方道 山口宇部線（本線））（山口県）H22 年度完成】 

【山口宇部小野田連絡道路（主要地方道 山口宇部線（小郡 JCT））（山口県）】 

【山口宇部小野田連絡道路（都市計画道路 宇部湾岸線）（山口県）H23 年度完成】 

【山口宇部小野田連絡道路（一般県道 妻崎開作小野田線）（山口県）】 
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重点目標２：都市内交通の円滑化 

①産業の競争力強化に向けた、“人”や“物”の移動の円滑化 

円滑な都市・産業活動を支え、地域経済

の活性化を図るため、バイパスや環状道路

等の整備を行う。また、渋滞箇所においては、

交差点改良等の短期対策を実施するととも

に、既存ストックの有効活用や総量規制など

ソフト対策についても積極的に実施する。 

②都市の骨格形成及び機能の向上 

中国地方の主要な都市圏においては、バイパスや環状道路の早期整備を進め、

都市の骨格形成を図るとともに、中心市街地に大量に流入する通過交通を排除す

ることにより、交通の円滑化を図り、都市機能の向上を支援する。 

③都市内移動の快適性・利便性の向上 

地域経済の活性化を図るため、駅前広場の整備や主要な駅周辺におけるアクセ

ス道路の整備等を行い、都市内移動の快適性や利便性の向上を進める。 

【主要事業】 

【境港出雲道路（一般国道 9 号 出雲バイパス）（島根県）H20 年度完成】 

【岡山環状道路（一般国道 180 号 岡山西バイパス（西長瀬～北長瀬））（岡山県）H21 年度完成】 

【岡山環状道路（一般国道 180 号 岡山西バイパス（北長瀬～楢津））（岡山県）計画期間内完成】 

【岡山環状道路（一般国道 180 号 岡山環状南道路）（岡山県）】 

【空港津山道路（一般国道 53 号 岡山北バイパス）（岡山県）】 

【倉敷福山道路（一般国道 2 号 倉敷立体（新田～中島））（岡山県）平成 21 年度完成】 

【倉敷福山道路（一般国道 2 号 倉敷立体（中島～船穂））（岡山県）】 

【福山本郷道路（一般国道 2 号 三原バイパス）（広島県）計画期間内完成】 

【東広島廿日市道路（一般国道 2 号 広島南道路（出島、光南））（広島県）H21 年度完成】 

【東広島廿日市道路（一般国道 2 号 広島南道路（光南～商工センター））（広島県）】 

【広島西道路（一般国道 2 号 西広島バイパス（廿日市高架））（広島県）計画期間内完成】 

【一般国道 2 号 岡山市内立体（岡山県）H20 年度完成】 

【一般国道 2 号 周南立体（山口県）】 

【一般国道 2 号 小月バイパス（松屋～清末東町）（山口県）】 

【一般国道 2 号 小月バイパス（清末東町～亀浜町）（山口県）計画期間内完成】 

【一般国道 2 号 下関拡幅（山の谷交差点立体）（山口県）H21 年度完成】 

【一般国道 9 号 小郡改良（山口県）計画期間内完成】 

【一般国道 29 号 津ノ井バイパス（吉成立体、鳥取 IC アクセス）（鳥取県）H21 年度完成】 

【一般国道 30 号 児島・玉野拡幅（岡山県）】 

【一般国道 54 号 可部バイパス（広島県）】 

【一般国道 180 号 総社・一宮バイパス（岡山県）】 

▲渋滞対策 

（一般国道 2 号 西広島バイパス 廿日市高架）
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【主要事業】 

【一般国道 185 号 安芸津バイパス（三津～木谷）（広島県）H20 年度完成】 

【一般国道 185 号 安芸津バイパス（風早～三津、木谷～竹原）（広島県）】 

【一般国道 185 号 休山改良（広島県）】 

【一般国道 188 号 柳井バイパス（現道拡幅部）（山口県）】 

【一般国道 188 号 柳井バイパス（バイパス部）（山口県）H21 年度完成】 

【鳥取環状道路（鳥取県）H20 年度完成】 

【境港出雲道路（一般国道 485 号 松江第五大橋道路）（島根県）H24 年度完成】 

【岡山環状道路（市道 藤田浦安南町線）（岡山県）】 

【一般県道 吉備津松島線（岡山県）】 

【福山環状道路（一般県道 津之郷山守線 福山西環状線）（広島県）】 

【広島高速道路（広島高速 2 号線（県道 府中仁保道路））（広島県）H21 年度完成】 

【広島高速道路（広島高速 3 号線（市道 広島南道路（宇品～吉島）））（広島県）H21 年度完成】 

【広島高速道路（広島高速 3 号線（市道 広島南道路（吉島～観音）））（広島県）】 

【広島高速道路（広島高速 5 号線（県道 温品二葉の里線））（広島県）H24 年度完成】 

【都市計画道路 広島南道路（広島県）】 

【都市計画道路 矢賀大州線（広島県）平成 22 年度完成】 
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 重点戦略Ⅱ：安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり  

災害に対する予防的対応や甚大な被害が発生した地域を再び被災させないための

対策などの防災・減災対策を推進する。また、交通安全対策の迅速な実施や歩行者空

間の整備、自転車の利用環境の改善等により、交通事故を抑制し、国民が安心して暮

らせる地域を目指す。 

 

重点目標１：災害の防止・軽減 

①信頼性の高い交通機能・空間機能の確保 

防災や安全・安心などの観点から、災害等に強く、リダンダンシーを有する道路ネ

ットワークを構築するため、山陰道や横

断道などの高規格幹線道路等の整備

を推進するとともに、事前通行規制区

間の解消や道路斜面等の防災対策な

どの安全対策を実施する。 

②冬期の安定した道路交通の確保 

山陰地方や中山間地域を中心に多

く存在する豪雪地帯においては、異常降雪時などにも機能し、住民の生命線となる

道路ネットワークを確保するため、隘路や線形不良区間などを解消する道路整備を

行う。 

③孤立地区の解消など生命線となる道路の整備 

中山間地域の孤立危険地域を

解消するため、線形不良や幅員

狭小区間の解消に向けた道路整

備を行う。その際には、1.5 車線整

備など、地域の実情に応じた道路

整備を実施する。 

④災害時におけるライフラインの確保 

 災害に強いまちづくりに向け、電線などの地中化を行い、災害時のライフラインを

確保するとともに、都市計画道路などの広幅員道路の整備を行い、延焼遮断帯や

救急車両の進入路、避難路を確保する。 

▲地域の実情に対応した 1.5 車線整備 

▲安全で安心な生活支える道路整備のイメージ
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【主要事業】 

【一般国道 191 号 萩・三隅道路（山口県）計画期間内完成】 

【一般国道 491 号 長門・俵山道路（山口県）】 

【福山本郷道路（一般国道 2 号 木原道路）（広島県）】 

【一般国道 9 号 直地防災（島根県）】 

【一般国道 9 号 日原地区防災（島根県）】 

【一般国道 53 号 大田防災（岡山県）】 

【一般国道 53 号 御津草生地区防災（岡山県）】 

【一般国道 188 号 由宇地区防災（山口県）】 

【一般国道 2 号 栄橋（広島県、山口県）】 

【一般国道 188 号 新寿橋（山口県）】 

【管内橋梁耐震補強（中国 5 県）】 

【一般国道 2 号 光南電線共同溝（広島県）】 

【一般国道 9 号 西津田電線共同溝（島根県）】 

【一般国道 9 号 小郡電線共同溝（山口県）】 

【一般国道 53 号 田園町電線共同溝（鳥取県）】 

【一般国道 180 号 岡山西電線共同溝（岡山県）】 

【一般国道 482 号 下蚊屋バイパス（鳥取県）H22 年度完成】 

【一般国道 431 号 境水道大橋 橋梁補修（鳥取県、島根県）】 

【一般国道 261 号 桜江バイパス（島根県）H23 年度完成】 

【一般国道 488 号 澄川工区災害防除（島根県）H22 年度完成】 

【主要地方道 松江鹿島美保関線 佐陀本郷工区（島根県）H23 年度完成】 

【主要地方道 松江島根線 西川津工区（島根県）H23 年度完成】 

【一般県道 斐川出雲大社線 北神立橋耐震補強（島根県）H21 年度完成】 

【主要地方道 松江島根線 菅田工区電線共同溝（島根県）H21 年度完成】 

【一般国道 313 号 仲間地区防災（岡山県）計画期間内完成】 

【一般県道 大篠津山停車場線 電線共同溝（岡山県）計画期間内完成】 

【一般国道 191 号 法面対策事業（坪野～遊谷）（広島県）】 

【主要地方道 府中上下線 法面対策事業（河佐町）（広島県）】 

【主要地方道 三原東城線 法面対策事業（八坂）（広島県）計画期間内完成】 

【一般国道 487 号 早瀬大橋耐震補強（広島県）H24 年度完成】 

【一般国道 434 号 徳山～錦バイパス（山口県）H23 年度完成】 

【一般国道 437 号 大島大橋 橋梁補修（山口県）】 
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重点目標２：交通安全の向上 

①地域と連携した交通事故対策の推進 

道路交通環境をこれまで以上に安全なも

のにするため、道路の特性に応じた交通事

故対策を推進する。事故対策については、

過去のデータや道路利用者からの情報など、

地域の実情を勘案し、対策箇所や事故要因

を分析するとともに、官民の役割分担により、

安価にかつ速効対策が出来るよう工夫し、交差点改良等をはじめとする効率的・効

果的な対策を実施する。 

②歩行者や自転車利用者のための安全・安心な道路空間の確保 

安全な歩行者空間を確保するため、

歩道整備や自転車と歩行者との視覚的・

物理的な分離などの整備を推進する。ま

た、自転車ネットワークの構築など、自転

車交通の利用環境を改善する。 

③高齢者等が安心して利用できる工夫 

歩行者空間のバリアフリー化など、高

齢化社会に即した整備を行う。また、幹線道路におけるゆずり車線の設置などの高

齢者が安心して車を利用できる環境整備に向けた支援を実施する。 

④安心できる子育て環境の創出 

安全で安心できる子育て環境を創出するため、通学路等における歩道整備のほ

か、路肩のカラー舗装化や防護柵の設置等を推進し、移動の中心が歩行となる子

どもの安全性を確保する。 

⑤踏切対策の実施 

踏切事故防止のため、踏切内の歩道拡

幅や駅構内を活用した自由通行空間の確

保等の「速効対策」と連続立体交差事業

等による踏切除去といった「抜本対策」とを

駆使し、総合的な踏切対策を行う。 

 

 

▲自転車道の設置 

▼優先度明示方式による分析イメージ 

▲踏切内における歩道の設置 
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【主要事業】 

【一般国道 2 号 早島中交差点改良（岡山県）】 

【一般国道 2 号 福山市内交差点改良（西桜町一丁目交差点）（広島県）】 

【一般国道 2 号 茶屋交差点改良（山口県）】 

【一般国道 9 号 長瀬自転車歩行者道整備（鳥取県）】 

【一般国道 9 号 西福原自転車道整備（鳥取県）】 

【一般国道 9 号 袖師横断地下道整備（島根県）】 

【一般国道 9 号 揖屋自転車歩行者道整備（島根県）】 

【一般国道 9 号 出雲自転車道整備（島根県）】 

【一般国道 9 号 大池尻交差点改良（島根県）】 

【一般国道 9 号 竹崎自転車道整備（山口県）】 

【一般国道 29 号 南隈交差点改良（鳥取県）】 

【一般国道 53 号 打穴中歩道整備（岡山県）】 

【島根 54 号トンネル改良（三刀屋トンネル）（島根県）H21 年度完成】 

【一般国道 54 号 青迫交差点改良（広島県）】 

【一般国道 185 号 的場自転車歩行者道整備（広島県）】 

【一般国道 431 号 交差点改良（鳥取県）H22 年度完成】 

【主要地方道 鳥取鹿野倉吉線 歩道設置（鳥取県）】 

【一般県道 倉吉東伯線 歩道設置（鳥取県）H23 年度完成】 

【一般県道 日吉津伯耆大山停車場線 歩道設置（鳥取県）計画期間内完成】 

【一般国道 186 号 小国工区（島根県）H22 年度完成】 

【一般国道 431 号 西浜佐陀工区交通安全事業（島根県）】 

【一般国道 313 号 落合橋交差点改良（岡山県）計画期間内完成】 

【一般国道 484 号 自転車歩行者道整備（岡山県）計画期間内完成】 

 【一般国道 183 号 交通安全事業（山内町～上原町）（広島県）計画期間内完成】 

 【一般国道 375 号 交通安全事業（乃美尾）（広島県）】 

【主要地方道 小郡三隅線 交差点改良事業（踏切対策）（山口県）】 

【一般県道 陶湯田線 交通安全事業（山口県）H23 年度完成】 
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重点戦略Ⅲ：多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造  

日本海や瀬戸内海、中国山地などにおいて環境負荷低減への取り組みを進める。 

また、中山間地域等を多く抱え、高齢化が進展している特徴を踏まえ、誰もが快適で

安心して暮らせる都市と中山間地域等の基盤及び生活拠点の形成を図る。 

さらに、多様な歴史、文化、豊かな自然、景観などを活かした地域づくりを推進する。 

 

重点目標１：良好な都市空間の形成 

①沿道環境の保全に向けた取り組み 

良好な都市空間形成のため、低騒音舗装、遮

音壁などの道路構造対策や交通円滑化の推進

を行う。 

②賑わい創出を支援するための道路空間の整備や利活用 

良好な都市空間を形成するためには、地域の特色を活かした魅力ある都市形成

が重要であり、都市の新たなシンボルとなる道路空間の創出や歩いて楽しめる歩行

者空間の創造、自転車の利用環境改善、多様な交通手段の連携など、賑わい創

出を支援する道路整備や道路空間の利活用を行う。 

【主要事業】 

【一般国道 2 号 浅口郡里庄町浜中地区低騒音舗装（岡山県）H21 年度完成】 

【一般国道 9 号 出雲市大津地区低騒音舗装（島根県）H21 年度完成】 

【一般国道 54 号 広島市東区牛田新町低騒音舗装（広島県）H21 年度完成】 

【一般国道 188 号 岩国市通津低騒音舗装（山口県）H21 年度完成】 

【一般国道 429 号 低騒音舗装（岡山県）H21 年度完成】 

【都市計画道路 今魚店金谷線（山口県）】 

 

 

 

▲バイパスにおける遮音壁の設置
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重点目標２：中山間地域等の居住環境の向上や生活サービスの充実 

①日常的な移動の利便性・安全性の向上 

中山間地域等における居住環境や生活

サービスの充実に向け、中山間地域の日

常生活の拠点となっている圏域内の中心

都市へ連絡する道路の整備を推進し、日

常的な移動の利便性や安全性の向上を支

援する。 

②高次医療施設へのアクセス向上 

中山間地域等における都市的地域との医療サービスの格差是正に向け、高次医

療施設へのアクセス向上に資する道路の整備を推進する。 

③道の駅等を活用した生活拠点の確立 

「道の駅」の整備や機能拡充を行うと同時に、公共施設や交通拠点等の生活サ

ービス機能を集約し、「道の駅」を日常生活拠点として活用する。 

また、機能を集約した拠点施

設へ連絡する道路の整備を行

い、中山間地域等における生活

基盤の充実を図る。 

 

 

【主要事業】 

【江府三次道路（一般国道 183 号 鍵掛峠道路）（鳥取県、広島県）】 

【江府三次道路（一般国道 181 号 江府道路）（鳥取県）】 

【一般国道 482 号 茗荷谷～淵見バイパス（鳥取県）計画期間内完成】 

【一般国道 485 号 別府バイパス（島根県）H22 年度完成】 

【一般国道 485 号 郡バイパス（島根県）H24 年度完成】 

【主要地方道 安来木次線（中久野工区）（島根県）H23 年度完成】 

【一般県道 草野横田線（草野工区）（島根県）】 

【主要地方道 津山智頭八東線（岡山県）計画期間内完成】 

【一般県道 豊浜蒲刈線（安芸灘 3 号橋：豊島大橋）（広島県）H20 年度完成】 

 

▲交流ふれあいトンネルの整備 

（(主)北房川上線 野土路トンネル） 

子ども図書館 
道の駅 

バスターミナル 

（郊外バス,域内バス）

▲様々な機能と交通結節点を集約した道の駅「クロスロードみつぎ」
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 重点戦略Ⅳ：交流・連携による一体的で活力のある地域づくり  

分散した各都市が役割を発揮して相互に連携強化し、自立的な中国地方の形成を

図るため、ブロック内外の人流・物流を支える高速交通基盤の整備を推進するとともに、

都市と中山間地域等の地域間交流を支える基幹的な交通基盤の整備を推進し、一体

的な発展を図る。 

 

重点目標１：都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生 

①“人”や“物”のブロック内循環を支援するための道路ネット

ワーク整備 

山陰と山陽あるいは分散した都市間を結ぶ道路の整備

や中枢・中核都市へのアクセス向上に資する道路の整備

により、ブロック内外の連携強化を図り、活力ある地域社

会を構築する。 

さらに、西瀬戸内海や豊後水道に面する西瀬戸地域に

おいては、海を介した多用なネットワークの形成により、四

国圏、九州圏との交流・連携機能の強化を図る。 

②都市の基礎的な生活機能の連携や交流を支援する生活幹線道路ネットワーク

の整備 

 地方都市間あるいは中山間地域から都市

間の機能連携を強化するため、都市間の基

礎的な生活機能の連携や交流を支援する生

活幹線道路ネットワークとして、地域高規格道

路やバイパス、現道拡幅等の整備を行い、隘

路区間の解消を推進する。 

 

【主要事業】 

 【空港津山道路（一般国道 53 号 津山南道路）（岡山県）】 

 【倉敷福山道路（一般国道 2 号 玉島・笠岡道路、玉島・笠岡道路（Ⅱ期）（岡山県）】 

 【倉敷福山道路（一般国道 2 号 笠岡バイパス）（岡山県）】 

  【倉敷福山道路（一般国道 2 号 福山道路）（広島県）】 

【倉敷福山道路（一般国道 2 号 松永道路）（広島県）】 

【東広島廿日市道路（一般国道 2 号 安芸バイパス）（広島県）】 

▲都市間を連携する生活幹線道路ネットワーク

（一般国道 179 号 奥津上斎原バイパス） 

▲高規格幹線道路の整備 

（中国横断自動車道 尾道松江線） 
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【主要事業】 

【東広島廿日市道路（一般国道 2 号 東広島バイパス（広島県）】  

【北条湯原道路（一般国道 313 号 倉吉道路）（鳥取県）計画期間内完成】 

【一般国道 180 号 南部バイパス（鳥取県）】 

【一般国道 181 号 岸本バイパス（鳥取県）】 

【境港出雲道路（一般国道 431 号 東林木バイパス）（島根県）】 

【一般国道 375 号 湯抱バイパス（島根県）】 

【一般国道 488 号 長沢バイパス（島根県）】 

【主要地方道 仁摩邑南線（大原工区）（島根県）】 

 【美作岡山道路（主要地方道 佐伯長船線）（岡山県）】 

 【美作岡山道路（主要地方道 岡山吉井線）（岡山県）】 

 【美作岡山道路（一般国道 374 号 湯郷勝央道路）（岡山県）】 

【一般国道 487 号 警固屋音戸バイパス（広島県）計画期間内完成】 

【主要地方道 福山沼隈線 福山沼隈道路（広島県）】 

【主要地方道 矢野安浦線 萩原～津江工区（広島県）】 

【小郡萩道路（一般国道 490 号 美東大田道路）（山口県）H22 年度完成】 

【小郡萩道路（一般国道 490 号 大田絵堂道路）（山口県）H22 年度完成】 
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重点目標２：広域観光の促進 

①観光地の周遊性を高める道路ネットワークの整備 

中国地方に数多く点在する観光地の周遊性

向上を図るため、山陰道や横断道などの高規格

幹線道路等の整備を推進する。 

また、観光地における歩行者空間の確保や交

通システムの構築等への支援を行い、観光地内

の快適性の向上を図る。 

 

②地域の最新情報や魅力などの積極的な情報発信 

地域の玄関口として、「道の駅」等における交流機

能を最大限に活用し、魅力ある地域づくりをするととも

に、道路情報のみならず地域のリアルタイムな情報発

信を行う。 

 

【主要事業】 

【主要地方道 大社日御碕線 中山工区（島根県）H24 年度完成】 

【一般県道 柿木津和野停車場線 中座工区（島根県）】 

 

▲道路ネットワークの整備 

（地域高規格道路 小郡萩道路） 

▲道の駅での無線ＬＡＮ接続サービス

（道の駅 舞ロード IC 千代田） 
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 重点戦略Ⅴ：横断的な取組  

地域のニーズにきめ細かく対応するため、住民や NPO、企業など様々な主体との協

働を行うとともに、今後増大する社会資本ストックに対して、計画的かつ効率的な維持管

理を実施する。 

また、地球環境問題に対し、真剣に取り組み、「低炭素型・循環型社会」の形成を推

進する。 

 

重点目標１：社会資本整備の効率化や社会資本ストックの有効活用 

①高齢化する道路ストックの計画的かつ戦略的な

維持管理 

これまで蓄積された道路ストックが、順次老朽

化していく中で、道路ストック本来の役割を果たし

続けるため、維持管理や更新を計画的かつ戦略

的に行う。 

また、これまでの事後保全から予防保全への移

行により、施設の長寿命化やライフサイクルコスト

が最小となるような道路管理を実施する。 

②既存高速道路ネットワークの有効活用・機能強化 

既存の高速道路ネットワークの有効活用を促

進するため、ETC を活用した柔軟で効果的な料

金割引施策を実施する。また、機能強化を図るた

め、スマートインターチェンジの整備を推進し、高

速道路へのアクセス性を向上する。 

③道路の維持管理分野における技術開発の推進 

高度な知見や技術力を必要とする道路施設の劣化や損傷の診断など、道路の維

持管理分野における技術開発のニーズを明確にし、産・学・官が連携して、計画的

に技術開発を推進する。 

【主要事業】 

【道路橋の長寿命化修繕計画（中国地方）】 

 

▲予防保全の効果の例 

▲スマート IC の整備 

0
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工事費
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予防保全型管理
（15百万円/年）

事後保全型管理
（30百万円/年）

架替え

ライフサイクルコストの縮減（30百万円/年→15百万円/年）

架替え

長寿命化
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重点目標２：地球環境問題への対応 

①CO2 排出量削減に向けた交通円滑化の推進 

自動車交通からの CO2 排出量削減に向け、バイパスや環状道路の整備等の渋

滞対策や交差点立体化などの交通円滑化を推進する。 

また、高速道路等の利用を促進するため、弾力的な料金設定や利便性を高める

ためのスマート IC の整備などを行う。 

②公共交通機関の利便性向上等による自動車総量の抑制 

公共交通機関等の利便性向上を図り、自

動車総量を抑制することが重要であるため、

交通結節点整備などによる公共交通の利便

性向上に加え、TDM 施策による公共交通機

関等への転換を促す取り組みを実施する。 

 

【主要事業】 

【松江都市圏交通円滑化対策（島根県）】 

【岡山都市圏交通円滑化対策（岡山県）】 

【福山都市圏交通円滑化対策（広島県）】 

【広島都市圏交通円滑化対策（広島県）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆主要事業の完成時期について 

完成時期を明示していない箇所についても、今後、事業の進捗状況を踏まえ、完成時期

を明らかにする。 

 

▲TDM 施策の例 

（公共交通機関への転換） 
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３．成果を表すアウトカム指標 

 

【重点戦略】 【指標】 

・規格の高い道路を使う割合 

【13％（H19 年度）→約 2 割増（H24 年度）】

Ⅰ： 

競争力のある 

地域経済社会の再構築 ・渋滞による損失時間 

【約 269 百万人・時間/年（H19 年度）→約１割削減（H24 年度）】

・要防災対策箇所対策率 

【13％（H19 年度）→54％（H24 年度）】

Ⅱ： 

安全で、誰もが安心し

て暮らせる地域づくり ・道路交通における死傷事故率 

【約 87 件/億台キロ（H19 年度）→約１割削減（H24 年度）】

・特定道路におけるバリアフリー化率 

【54％（H19 年度）→75％（H24 年度）】

・日常生活圏中心への 30 分カバー率 

【57％（H19 年度）→58％（H24 年度）】

Ⅲ： 

多彩な文化と自然を 

活かした豊かで快適な 

くらし・社会の創造 

・第三次医療施設への 60 分カバー率 

【74％（H19 年度）→76％（H24 年度）】

・規格の高い道路を使う割合（再掲） 

【13％（H19 年度）→約 2 割増（H24 年度）】

・第三次医療施設への 60 分カバー率（再掲） 

【74％（H19 年度）→76％（H24 年度）】

Ⅳ： 

交流・連携による 

一体的で活力ある 

地域づくり 

・日常生活圏中心への 30 分カバー率（再掲） 

【57％（H19 年度）→58％（H24 年度）】

Ⅴ： 

横断的な取組 

・道路橋の長寿命化修繕計画策定率 

【25％（H19 年度）→概ね 100％（H24 年度）】
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４．地方からの意見・提案 

国土交通省道路局による新たな中期計画の策定に際し、中国地方では中国 5 県知

事・108 市町村長より、「今後の道路行政に対する意見・提案」を頂いた。 

■エリア別の意見・提案の傾向 

いずれの県においても『生活幹線道路の整備』に関する要望が最も高くなっている。 

県や地域ごとの特徴としては、鳥取県や島根県などの山陰地方では『高速道路の整備』

を望む声が多く、岡山県や広島県、山口県では都市部が抱える代表的な課題である『渋

滞対策』や『交通事故対策』を望む声が多くなっている。 

【各県別の傾向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【山陰山陽別の傾向】 

 

88%

68%

66%
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渋滞
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山陰地方 山陽地方 

高速ネットワーク 
整備が遅れている山陰
地方では、高速道路の
整備を望む声が多い 

 
山陽地方では、 

都市部特有の課題である
「渋滞」や「事故」の解消を

望む声が多い 

活力分野 安全分野 暮らし分野

回答
自治体数

渋
滞
対
策

都
市
や
交
通
拠
点
を
結
ぶ
道
路
整
備

環
状
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の
整
備

高
速
道
路
の
整
備

災
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路
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自
転
車
利
用
の
促
進
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案
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標
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な
ど
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備

電
線
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環
境
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策

景
観
の
改
善

鳥取県 20 20% 60% 0% 90% 45% 60% 95% 50% 30% 5% 5% 0% 10% 10%

3位 2位 3位 1位

島根県 20 20% 55% 5% 70% 20% 60% 85% 30% 5% 0% 0% 10% 0% 5%

2位 3位 1位

岡山県 28 43% 57% 7% 4% 14% 57% 86% 25% 14% 7% 0% 7% 7% 0%

2位 2位 1位

広島県 24 54% 67% 21% 42% 42% 88% 88% 58% 33% 4% 0% 8% 25% 25%

3位 1位 1位

山口県 21 67% 76% 0% 38% 33% 62% 90% 48% 19% 5% 0% 10% 43% 19%

3位 2位 1位
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５．代表的な事例と整備効果 

重点戦略Ⅰ：競争力のある地域経済社会の再構築 

重点目標１：交通ネットワークの強化 

 ①企業立地促進など、産業競争力の強化に向けた高速交通ネットワーク整備 
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沿線地域への企業進出が活発化
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・鳥取県東部地域は、高速道路整備が立ち遅れており、輸送・移動コスト等が他地域に比べ高く、経済や産業など
様々な場面において不利な状況にあり、地域経済が低迷。

・しかし、近年では、中国横断道姫路鳥取線の開通が近づくにつれ、企業の進出が活発化。

単独進出企業：誘致企業以外の新規企業進出及び工場増設を行った企業数

誘致企業：行政が誘致した企業数

資料／鳥取県商工労働部、鳥取市産業振興課の提供資料により鳥取河川国道事務所まとめ

■ 鳥取県東部（姫路鳥取線沿線）の
主な誘致企業位置図（H14-20）

中国横断自動車道 姫路鳥取線 （鳥取県）

智頭テクノパーク

山上工業団地

【鳥取県東部の企業進出状況（累積）】
※Ｈ14年度からの積み上げ

姫路鳥取線
開通に向け
て増加

Ｈ
２１
年
度

姫
路
鳥
取
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鳥
取
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側
全
線
開
通

：新規進出企業
：工業団地等

太田工業団地

山上工業団地

布袋工業団地

智頭テクノパーク

（仮称）若葉台北工業団地

新津ノ井工業団地内

５社

（仮称）若葉台北工業団地内

５社

新津ノ井工業団地
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工場で製造した工業製品を、下関港を利用し、
韓国や中国へ輸出している。主に、国道９号を
利用して運んでいるが、途中、線形の悪い箇所
や高さ制限区間があるため、国際コンテナでの
運搬を諦め、下関までは普通のトラックで分散し
て運搬している。下関港で国際コンテナに積み
替えることになるが、順番待ち、入れ替え作業な
どに2時間程度かかり、大変不便な思いをして
いる。山陰道ができれば、国際コンテナでの運
搬が可能となり、大幅な時間短縮や、コスト縮減
が図られる。

（島根県東部の製造業）

下関港

線形不良区間が多く事故が多発

現在は、国際コンテナの通行に支障が

あるため、コンテナに入れずに一旦複
数のトラックで下関港まで運んだ後に、

コンテナに積替えて輸出。
国際コンテナへの積替えで時間ロスや
作業費が発生！

将来は、直接、工場から国際コン

テナに積み込み、山陰道を利用
して下関港まで行き、そのまま積
み替え無しで輸出したい。

現況 将来：山陰道整備

高さ制限区間
（国際コンテナの通行に支障）

度重なる災害で寸断され、大幅な迂回

H18.7豪雨災害での法面崩壊（多伎町）事故による通行止め

国際ｺﾝﾃﾅ通行支障ﾄﾝﾈﾙ（６箇所）の存在

＜複数のトラックに分けて運搬＞ ＜国際コンテナで直接運搬＞

県東部の工場

積み替え作業に1～2時間の
ロス・作業費が発生！

・下関港へのアクセス道路として利用される国道９号は、線形不良箇所や、高さ制限区間があり国際標準コンテナ
の通行に支障のあるトンネルが６ヶ所存在するなど、物流に多大な影響。

・山陰道の整備により、物流の効率化が図られ、産業活動の国際競争力が向上。

韓国・中国へ

高規格幹線道路 山陰道 出雲～仁摩間 （島根県）
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 ②空港・港湾等の物流拠点と高速交通ネットワークとのアクセス強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口
市

中心
部

山口
宇部
空港14分

短縮

現況52分

整備後38分

山口
市

中心
部

新山口
駅

６分
短縮

現況26分

整備後20分

・地域高規格道路 山口宇部小野田連絡道路は、県都であり交通の要所小郡を抱える山口市と、産業集積都市宇部
市・山陽小野田市を連絡する極めて重要性の高い道路。

・山口宇部小野田連絡道路は、広域交通拠点である山口宇部空港や新山口駅、高速道路、重要港湾宇部港へのアク
セス強化を図り、陸・海・空の総合的なネットワークの形成に大きく貢献し、広域交流や地域連携を支援。

現況

5年後

将来

現況

5年後

将来

山口宇部線により圏域拡大

空港
６０分圏域

新幹線駅
３０分圏域

利便性向上により、企業進出や観光客増加など、地域が活性化

地域高規格道路 山口宇部小野田連絡道路 （山口県）

広域交通拠点である空港や新幹線駅へのアクセス性が向上

利用性の向上

新たな企業進出・企業活動の円滑化

年間利用者数
2,632千人（H18）

年間利用者数
903千人（H18）
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重点目標２：都市内交通の円滑化 

 ①産業の競争力強化に向けた、”人”や”物”の移動の円滑化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国道２号岡山バイパス・玉島バイパスの整備等による臨海部の企業進出に伴い、倉敷市中心部の国道２号におい
ては、著しい交通渋滞が発生しており、企業活動や住民生活に多大な影響を及ぼしている。

・倉敷立体（倉敷市新田～船穂町）の整備により、国道２号の渋滞緩和を図り、円滑な交通の確保が急務。

道路利用者の声

高梁川大橋付近は、側道から本線へ合流する車が多い
ため渋滞することが多く、倉敷中心部から玉島ICまで４０
分以上もかかることがあります。

（岡 荘一郎：倉敷商工会議所副会頭，くらしきTMO会長）

【国道2号の著しい交通渋滞】

至広島

至大阪

Ａ

Ｂ

国道2号 倉敷立体 （岡山県）

玉島ハーバーアイランド 水島臨海工業地帯
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 ②都市の骨格形成及び機能の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・広島都市内幹線道路における慢性的な交通渋滞を解消し、都市内現道交通の円滑化を図るとともに、高速道路IC
や広島空港へのアクセスが飛躍的に向上する。

・また、広島駅周辺では「二葉の里地区」再開発計画や新球場の建設などの開発が進み、更なる拠点機能の向上が
図られており、それらの開発計画等の支援にも繋がる。

広島高速道路の整備により、都市内の
拠点間の所要時間が大幅に短縮します！

広島市内では、再開発計画や
新球場の完成により拠点機能が向上

二葉の里地区

再開発計画
（写真は現況）

新球場

（ﾏﾂﾀﾞｽﾀｼﾞｱﾑ）

広島高速道路 （広島県）

広
島
市
中
心
部

広
島
空
港

広
島
港

広
島
東
Ｉ
Ｃ

約62分

約37分

約45分

約16分

約17分短縮

約21分短縮

【現況】

【整備後】

【現況】

【整備後】

広島高速3号線（宇品付近）
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③都市内移動の快適性・利便性の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可部駅西口駅前交通結節点改善事業（広島県）

・ＪＲ可部駅は、平成１５年に可部駅以北が廃線となり、バスの乗り換え需要が高まる中、西口の駅前広場が未整
備で、バス停留所は平均２６０ｍと離れるなど、鉄道との乗継が不便な状況となってる。

・そのため、駅前の通りである国道５４号と駅前広場の一体的整備を行い、公共交通の結節機能の改善を図るとと
もに、国道５４号の円滑化を図ることで都市機能の充実と地域の活性化が期待される。

【バス停車場が狭く、
停車したバスが交通の妨げに】

【駅とバス停が離れており乗継距離が
長く、国道を横断する必要も】

・鉄道とバス等の乗継距離が短縮し、利
便性・安全性が向上

・上屋とベンチが設置されたバス停で快
適性が向上

◆交通結節機能の改善◆

・バス停を駅前広場に設置することで、
国道54号の交通がスムーズかつ安全に

・国道54号に新たに右折レーンを設置し、
駅前広場への乗り入れも安心

◆交通の円滑化◆

・駅前広場、バス停整備に合わせ電線類
を地中化し、地震や台風などの災害に
強い交通結節点となり、景観も向上

◆電線類の地中化◆

整備後

【整備された可部駅西口の全景】

整備前
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重点戦略Ⅱ：安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり 

重点目標１：災害の防止・軽減 

 ①信頼性の高い交通機能・空間機能の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長門市俵山地区は幹線道路のすべてに異常気象時通行規制区間が存在し、災害発生時には孤立状態となる危険
性が高い。

・また、長門～下関間は線形不良箇所も多く、物流・観光においても大きな影響を及ぼしている。

・山陰道の整備により、孤立地区の解消、産業・観光など地域活力の向上等が期待される。

長門市

下関市

線形不良区間が連続

山陰山陽を結ぶ高規格道路

事業中区間
（国道191号 萩・三隅道路）

頻発する土砂崩落により
交通が遮断

【下関長門線の災害状況】

幅員が狭小で脆弱な
道路ネットワーク

青海島 湯本温泉金子みすゞ記念館

九州方面からの観光・レジャー客も獲得し、
地域の活性化

孤立地区の解消・医療体制の支援により
安心・安全の確保

高規格幹線道路 山陰道 長門俵山道路 （山口県）
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 ②冬期の安定した道路交通の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③孤立地区の解消など生命線となる道路の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国道434号は、山口県周南市～広島県三次市を連絡する幹線道路であり、通勤通学をはじめ、医療等の救急活動、
防災活動等、様々な面において重要な役割を担っている。

・徳山～錦バイパス事業区間の現道は、異常気象時通行規制区間に指定されている上、幅員狭小、急カーブ区間、防
災点検における要対策箇所が複数存在するため、災害などいざという時にも安心できる生活環境の構築が必要であ
る。

災害に脆弱な国道434号の現道状況

434

187

異常気象時
通行規制区間

6.9km

○　要防災対策箇所

異常気象時通行規制区間 ：6.9ｋｍ

要防災対策箇所 ：22箇所

建設後50年の老朽化橋梁 ：6橋

ひとたび災害等により通行止めとなれば、多大な迂回が発生

旧錦町
中心部

周南市
中心部

434

188

187

2

山陽自動車道

中国縦貫自動車道

315
376

通常時のルート

通行止時のルート
（迂回路）

■通常の移動時間
国道434号～国道315号

53分（36km）

■通行止め時の移動時間（迂回路）
国道187号～国道2号

10４分（71km）

実に５１分の時間ロスが発生

国道434号 徳山～錦バイパス （山口県）

広島県

島根県

福岡県

一般国道434号
徳山～錦バイパス

・国道482号は地域の生活、産業、観光を支える重要な路線であり、新規進出企業の輸送ルートにも利用されてい
るが、幅員狭小や線形不良、急勾配区間などが存在する上、冬期の積雪が厳しく安定した交通が確保されていない。

・下蚊屋バイパスの整備により、冬期の安全で円滑な交通を確保し、地域産業や住民生活の支援が急務である。

冬期の積雪により、安全な交通が確保されていない

県民の意見・ニーズ

産業のためのインフラ整備は良いと思う。

インフラ整備をやって、企業誘致を行い、就職先を確保
することが大切。

（お出かけ意見交換会）

国道482号 下蚊屋バイパス （鳥取県）
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④災害時におけるライフラインの確保 

 

 
国道2号 観音電線共同溝 （広島県）

整備前 整備後

・歩道内に乱立する電柱や電線類は、都市景観を損なうだけでなく、災害時には電柱倒壊等の都市災害の被害が
拡大する危険が思慮される。

・電柱、電線の地中化により倒壊の恐れがなくなり、災害時においても重要な電力・通信ケーブルなどのライフ
ラインが寸断される恐れを軽減し、信頼性向上が期待される。
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重点目標２：交通安全の向上 

①地域と連携した交通事故対策の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元住民・警察等と合同で意見交換会を実施し、対策案を検討

・鳥取県八頭町郡家の国道２９号沿線は、商業施設が多数立地しており、沿道出入が多く、追突事故が多発。

・効果的な対策を講じるため、住民や警察等と合同の意見交換会を開催し、対策案について検討。

・その結果、死傷事故件数は激減し、地域住民の満足度も向上。

意見①：「看板は沢山あるので路面表示の色などを
工夫した方が良い」

意見②：「既存の道路の情報板を活用してはどうか｣
意見③：「看板と路面表示の2つで注意を促した方が

更に効果があるのでは」

など

迅速に対応でき、効果的な対策を実施

既存の情報板を活用し
ドライバーに注意を喚起

緑色の路面と白字の
「追突注意」の組み合わせ

2

1

2

0

1

2

3

4

5

平成16年9月～12月 平成17年9月～12月

事
故
件
数
（

件
／
4
ヶ

月
）

人身事故

物損事故４件

１件

【事故件数の推移（路面対策実施箇所付近）】

★住民住民との連携連携により、 効果的効果的な対策対策を実施

★低コスト低コストで地域住民の満足度満足度も高い！高い！

★短期間短期間で対策対策でき、事故件数事故件数も激減！激減！

※H17年とH16年の同期の4ヶ月を比較した速報値

約８割減少約８割減少

Ｈ17.8.24
対策実施

死傷事故が減少し、安全性が向上するとともに、満足度も向上

国道29号 八頭町付近交通安全対策 （鳥取県）
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②歩行者や自転車利用者のための安全・安心な道路空間の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③高齢者等が安心して利用できる工夫 

 

 

 

 

  

自転車道が無く、歩行者と自転車が交錯する危険性が高い

・国道５３号岡山市いずみ町津島周辺は、自転車交通量が非常に多く、歩行者と自転車が接触する等の危険性が高い。

・そのため、清心町交差点～岡山大学入口交差点間において、自転車道の整備や電線類の地中化、サイン設置を実施。

自転車走行空間の確保により、安全性が向上

国道53号 交通安全対策 （岡山県）

自転車交通量は
5,500台/12hと非常に多い

整備前

整備後住民アンケート調査結果においても・・・

岡山市いずみ町・津島周辺

危険と感じた

歩行者

４７％
危険と感じ

なかった歩行者

５３％

整備前
危険と感じた

歩行者

１２％

危険と感じ

なかった歩行者

８８％

整備後

住民アンケートでも

危険を感じる
歩行者が激減

一般県道 陶湯田線 交通安全事業 （山口県）

・主要な観光地である湯田温泉を通過し、山口大学へ通じる道路であり、通勤・通学などの日常生活をはじめ、観
光交通にも利用されている重要な路線である。

・歩行者や自転車交通量が非常に多い場所にもかかわらず歩道は狭く、また、段差や急な勾配等が、障害者や高齢
者の安全な通行の障害となっている。

・歩行空間のバリアフリー化整備により、高齢化社会の進展や障害者の社会参加の高まりに対応する。

段差や
急な傾斜！

車道9.0m植樹帯1.0m自転車歩行車道4.5m 自転車歩行車道4.5m植樹帯1.0m

段差の解消により
安全な通行を確保

幅広歩道の設置により
快適な歩行空間を確保電線類の地中化により景観

に優れた歩行空間を確保

歩道がフラットで傾斜が
なく安全な通行が可能

信号待ちスペースが
狭い！

一般県道 陶湯田線 交通安全事業 （山口県）

・主要な観光地である湯田温泉を通過し、山口大学へ通じる道路であり、通勤・通学などの日常生活をはじめ、観
光交通にも利用されている重要な路線である。

・歩行者や自転車交通量が非常に多い場所にもかかわらず歩道は狭く、また、段差や急な勾配等が、障害者や高齢
者の安全な通行の障害となっている。

・歩行空間のバリアフリー化整備により、高齢化社会の進展や障害者の社会参加の高まりに対応する。

段差や
急な傾斜！

車道9.0m植樹帯1.0m自転車歩行車道4.5m 自転車歩行車道4.5m植樹帯1.0m

段差の解消により
安全な通行を確保

幅広歩道の設置により
快適な歩行空間を確保電線類の地中化により景観

に優れた歩行空間を確保

歩道がフラットで傾斜が
なく安全な通行が可能

車道9.0m植樹帯1.0m自転車歩行車道4.5m 自転車歩行車道4.5m植樹帯1.0m

段差の解消により
安全な通行を確保

幅広歩道の設置により
快適な歩行空間を確保電線類の地中化により景観

に優れた歩行空間を確保

歩道がフラットで傾斜が
なく安全な通行が可能

信号待ちスペースが
狭い！
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④安心できる子育て環境の創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤踏切対策の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道9号 波子側道橋 （島根県）

川波小学校

波子側道橋

島根県

当該箇所

位置図

側道橋の整備により、安全な登校が可能に！歩道が狭く危険な通学路

・島根県江津市の国道９号では、通学路となっているにもかかわらず、歩道が狭隘・未整備の区間が存在し、児童
が安全に登校できる状況ではなかった。また、地元住民からも安全確保のための要望が寄せられていた。

・側道橋の整備により、児童が安全に安心して登校することが可能となった。

・（主）萩篠生線とJR山口線が交差する三谷踏切は、付近にJR三谷駅やバス停留所があり、朝夕には歩行者が多
い生活幹線道路である。

・しかし、付近一帯には歩道が無く、歩行者と自動車が輻輳しており、特に三谷踏切では歩行者の退避所となる
場所も無く、非常に危険な状態になっている。

・歩車道の分離など、迅速な踏切対策の実施により、歩行者自動車等の踏切通行時の安全性が向上し、周辺住民
の安全で安心な生活に寄与する。

三谷踏切の歩道設置事業 （山口県）

【待避所もなく危険な踏切】
【歩車道分離で幅員が十分ある歩道が設置され、

安全な登下校が可能に】

整備前 整備後
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重点戦略Ⅲ：多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造 

重点目標１：良好な都市空間の形成 

 ①沿道環境の保全に向けた取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●低騒音舗装への変更

・日常的な騒音レベルが目覚し時計のベルやテレビの大音量と同レベルの箇所が連続する国道５４号において、騒
音を吸収する低騒音舗装を施すことにより、騒音の低減を図り、沿道環境の改善・保全を実現。

広島都市圏の騒音の現状

《参考》生活騒音と騒音レベル

通常舗装 低騒音舗装
低騒音舗装では空隙に空気が逃げ、
音が路面内部に吸収されるため、タ
イヤと道路面との摩擦による騒音が
低減。（右図）

通常舗装ではタイヤ溝と舗装面の
間にはさまれた空気圧縮音、膨張
音が発生（左図）。

国道54号における低騒音舗装の整備

国道54号における低騒音舗装 （広島県）

20dB 120dB40dB 60dB 80dB 100dB

●すぐそばの雷
●ガード下
●ドラム連打

●ロックバンド

●カラオケ店内
●ディスコ
●騒々しい工場内

●水洗便所
●どなり声
●TVの大音量

●ラジオの音

●木製ドアを閉める
●ステンレスの流しに

水を流す

●目覚し時計のベル

●クーラーの吹き
出し音

●ささやき声

●住宅地の昼

●時計のカチカチ音
●呼吸音

日常的な騒音レベルが

目覚し時計のベルやテレビの
大音量と同レベルの箇所が連続
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 ②賑わい創出を支援するための道路空間の整備や利活用 

 

 

 

 

 

道路空間の利活用による賑わい空間の創出 （島根県・岡山県・広島県）

・道路空間を魅力的に活用し、地域の特色に応じたさまざまなイベント等が、各地で行われている。

■ 歩行者天国となり賑わうフラワーフェスティバル（広島市）

資料/島根県、岡山市、広島市 各HP

■ 桃太郎大通りを利用したおかやま桃太郎まつり（岡山市）

■ シンボルロードを利用した
パレードやフリーマーケット（出雲市）

■ 広島ライトアップ事業 ひろしまドリミネーション（広島市）
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重点目標２：中山間地域等の居住環境の向上や生活サービスの充実 

 ①日常的な移動の利便性・安全性の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

供用前：冬季の搬送実績時間

供用後：新設区間 60Km/h(設計速度) 実測値(H20.10.16)

・国道１８３号は三坂地区の住民にとって生命線となる重要な幹線道路であるが、幅員狭小や線形不良区間が連続す
る上、冬期の積雪が厳しく安定した交通の確保がされていない。

・地域高規格道路 鍵掛峠道路の整備により、冬期でも安全で安定した交通が確保され、住民生活の安全性が向上。

道路利用者のニーズ

『三坂地区には、消防署がなく、救急車両は西城町市街地からの出動と
なることから約2倍の時間を要する。また冬季においては、曲線部の幅
員が狭小であり、最悪の場合、通行止めとなる場合もあり非常に憂慮す
べき状況である。』 （庄原市立西城市民病院事務長 談）

冬期の積雪により、安全な交通が確保されていない

積雪時、堆雪幅が確保され
ておらず、離合が困難

幅員が狭く、離合が困難
積雪・凍結時は極めて危険

Ａ

Ｂ

鍵掛峠道路の整備により、冬期の所要時間が短縮

地域高規格道路 鍵掛峠道路 （鳥取県・広島県）

供用後 約17分
（鍵掛峠道路+Ｒ314ルート）

冬季の搬送実績 約30分
（Ｒ183ルート）

三
坂
地
区

庄
原
市
立

西
城
市
民
病
院

約30分

約17分 約13分短縮

【現況】

【整備後】
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②高次医療施設へのアクセス向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般県道 豊浜蒲刈線 豊島大橋 （広島県）

・豊島大橋の開通により、愛媛県今治市岡村島が陸路でつながり、緊急時には、県境を越えた救急搬送が可能にな
り、安全・安心が向上。

・年間約５０件ある岡村島などからの救急搬送は、これまで救急艇で今治市内の病院へ搬送していた。今後は、悪
天候時など、今治市からの救急艇が出動できないときは、岡村・小大下・大下の３島を呉市消防局が応援し、暮
らしの安全・安心が向上。

岡村診療所

322 312 334

11 7
7

33
21

25

0

100

200

300

400

500

平成17年度 平成18年度 平成19年度

島内搬送 ヘリ搬送 救急艇

【大崎下島・豊島の救急搬送実績】

資料：呉市消防局

島外搬送
341件

島外搬送

319件

（366）
（340）

（366）

島外搬送

333件

（件/年）
【岡村島・小大下島・大下島からの救急搬送実績】

（H17～19年までの３ヵ年平均）

資料：今治市消防局

呉市の医療施設へ

今治市の医療施設へ

悪天候時でも陸路で

搬送可能に

呉市消防局
大崎下島出張所

平常時の救急出動・搬送経路

救急艇出動不能時の救急出動・搬送経路

45

3
5

0

10

20

30

40

50

岡村島 小大下島 大下島

（件/年）

【島外搬送】
９割以上

【救急搬送】
約50件/年
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③道の駅等を活用した生活拠点の確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道の駅「クロスロードみつぎ」の整備（広島県）

・道の駅「クロスロードみつぎ」は、従来の休憩・情報発信施設としての「道の駅」の機能に加え、バスターミナ
ルや図書館を併設するなど、地域の交流拠点としての機能を整備。

・特産品販売所と図書館、公園等の施設が集約されるとともに、町内の生活サービス拠点を巡回する公共交通や尾
道や広島市内へ連絡するバスターミナルの整備により、地域の生活拠点となっている。

子ども図書館
道の駅 バスターミナル

【クロスロードみつぎ 施設全体図】 尾道松江線の整備により
更なる活性化が期待

オープン以来、売上げも好調
で、来年3月には来場者が100
万人に達する見込み。

現在は福山、三原辺りからの
来場者が主ですが、尾道松江
線が開通すれば、人の動きがさ
らに広がり、おいしいものももっ
と集まると期待しています。

（道の駅 駅長）

物産販売により、地域の新たな産業・雇用が創出 路線バス・高速バスが
利用できる交通の結節点

図書館やＡＴＭなどの
生活機能も集約
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重点戦略Ⅳ：交流・連携による一体的で活力ある地域づくり 

重点目標１：都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生 

 ①”人”や”物”のブロック内循環を支援するための道路ネットワーク整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国横断自動車道 尾道松江線 （島根県・広島県）

・広島市から松江市間の所要時間が約５０分短縮されるなど、山陽・山陰間におけるビジネス、観光・レジャーな

どの移動が便利になる。

・尾道松江線の整備により、山陽・山陰間の連携による観光振興や、都市と中山間地域の共生が期待される。

▲原爆ドーム（広島市）

▲三次ワイナリー（三次市）

▲千光寺（尾道市）

▲玉造温泉（松江市）

山陽から松江市まで

３時間で行ける人口が
２５２万人増加！

日帰り観光が可能に！

▲シャレオ（広島市）

▲広島市民球場（広島市）

山陰から広島市まで３時間で

行ける人口が
５４万人増加！

観光、買い物が便利に！

広
島
市

約3時間40分

約2時間50分 約50分短縮

【現況】

【整備後】

松
江
市

【広島市-松江市間の所要時間】
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 ②都市の基礎的な生活機能の連携や交流を支援する生活幹線道路ネットワークの整備 

 

 

 

 

 

一般国道375号 湯抱バイパス （島根県）

・美郷町から大田市へ向かう国道３７５号は、陰陽を連絡する幹線道路であり、美郷町からは、通勤・通学・救急
医療・買物目的で大田市へ向かうための唯一の幹線道路である。

・離合困難な隘路や、危険な急カーブが連続し、冬季は積雪も多く交通の難所となっている。

・バイパスの開通により、住民の不安が解消されるだけでなく、美郷町から大田市までの所要時間が約８分短縮し、
生活機能の向上を支援する。

道路利用者の声

邑智出張所では、救急の約８割は大田市
立病院へ搬送しています。その途中の国
道375号は、道幅が狭くカーブも多いので、
病院到着まで時間を要し、患者さんに対
しても負担が大きいのが現状です。1秒で
も早く病院に到着するよう1日でも早い道
路整備を要望します。

（川本消防署邑智出張所）

僕たちは、この国道375号を通るスクール
バスで邑智小学校に通っています。早く、
運転手さんが安心して走行できる道路に
してください。お願いします。

（邑智小学校児童）

【美郷町から大田市への所要時間】

美
郷
町

約30分

約22分 約8分短縮

【現況】

【整備後】

大
田
市

住民の安全・
安心を確保
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重点目標２：広域観光の促進 

①観光地の周遊性を高める道路ネットワークの整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②地域の最新情報や魅力などの積極的な情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道の駅「舞ロードIC千代田」での情報提供 （広島県）

・道の駅「舞ロードIC千代田」では、ＪＡ広島北部の「ゆうあいネット」（ＤＳＬインターネット接続サービス）
を利用し、無線ＬＡＮ接続サービスを無料で利用できるフリースポットを整備。

・バスの待合室でもある休息コーナーには、町内の観光スポットなどを映像やパネルで紹介。

道の駅「舞ロードIC千代田」

インターネットでさまざまな情報を検索！
おしゃれな雰囲気のフリースポット

規制情報 路面状況情報

気象情報 医療情報

他の道の駅情報 周辺観光情報

休憩コーナー

フリースポット：
無線LAN接続サービスを無料で利用できるエリア
無線LANができるパソコンがあれば、インターネット
に接続することができる

一般県道 柿木津和野停車場線 中座工区「中座バイパス」 （島根県）

・津和野のメイン通りである本町・祇園丁通りはＨ１８年までに歩車共存、石畳舗装、電線類地中化、街路灯設置
などの整備により、「歩く観光」が定着しつつあり、観光客も増加傾向にある。

・津和野らしい佇まいを守るため、中心地の南北に整備された２箇所の駐車場を利用し「パーク＆ライド」を採用。

・生活者と観光客が共存する新しい交通体系の構築を図るため、駐車場へのアクセス道路の早急な整備が必要。

Ｐ＆Ｒ

中座バイパス

歩く観光で賑わう津和野町本町通り

パーク＆ライド駐車場 循環バス＆レンタサイクル

津和野町における観光客数の推移

125

128

137

120

125

130

135

140

H17 H18 H19

（万人）

Ｐ＆Ｒ
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重点戦略Ⅴ：横断的な取組 

重点目標１：社会資本整備の効率化や社会資本ストックの有効活用 

 ①高齢化する道路ストックの計画的かつ戦略的な維持管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲30年後に建設50年を迎える橋梁数（2,384橋）

*：県管理のみ記載

早瀬大橋
天満桟道橋

(主)大崎上島循環線(豊田郡大崎上島町)

　橋　　　長　： 　L=280m　(2車線)

　供用年次　：　昭和48年 （Ｈ35に建設 50年を迎える）

床版のひび割れ

・広島県ではこれまで、約２,７００橋の橋梁について定期点検を実施した結果、主要部材に損傷がある橋梁が７５
橋確認された。

・今後、更に、集中的な更新時期を迎えることとなるため、アセットマネジメントを導入し、計画的・効率的に予
防保全を行うことで、トータルコストの縮減を図っていく。

 （国）４８７号(呉市音戸町～江田島市大柿町)

　橋　　　長　： 　L=623.5m　(2車線)

　供用年次　：　昭和48年 （Ｈ35に建設 50年を迎える）

耐震補強の実施

既存道路の有効活用 （広島県）

大渡橋

（国）１８２号(神石高原町)

　橋　　　長　： 　L=72m　(2車線)

　供用年次　：　昭和57年 （Ｈ44に建設 50年を迎える）

主桁・支承部の腐食

両国橋

 （主）甲田作木線(三次市作木町～邑智郡邑南町)

　橋　　　長　： 　L=150m　(2車線)

　供用年次　：　昭和49年 （Ｈ36に建設 50年を迎える）

鋼材の腐食
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②既存高速道路ネットワークの有効活用・機能強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●スマートインターチェンジとは？

・既存の高速自動車国道の有効活用や、地域生活の充実、地域経済の活性化を推進するため建設・管理コストの削
減が可能なスマートインターチェンジ（ＥＴＣ専用インターチェンジ）を設置している。

・中国地方においては、金城PA、大佐SA、吉備SA、加計BS、宮島SAの５箇所で供用中。大山PAで事業中であ
る。

スマートインターチェンジの設置

加計BS

大佐SA

吉備SA

スマートインターチェンジは、高速道路の本線やサービスエリア・
パーキングエリアから乗り降りができるように設置されるＥＴＣ車
専用のインターチェンジです。

金城PA

利用者の声利用者の声

・インターチェンジが近くなり便利である。

・周辺道路の渋滞を避けることができ、ありがたい。

・スマートインターチェンジができ便利になった。毎
日通勤で利用し、仕事でもよく利用する。

（宮島スマートIC利用者）

宮島SA

大山PA（事業中）

整備イメージ

H21.7.1現在

●スマートインターチェンジとは？

・既存の高速自動車国道の有効活用や、地域生活の充実、地域経済の活性化を推進するため建設・管理コストの削
減が可能なスマートインターチェンジ（ＥＴＣ専用インターチェンジ）を設置している。

・中国地方においては、金城PA、大佐SA、吉備SA、加計BS、宮島SAの５箇所で供用中。大山PAで事業中であ
る。

スマートインターチェンジの設置

加計BS

大佐SA

吉備SA

スマートインターチェンジは、高速道路の本線やサービスエリア・
パーキングエリアから乗り降りができるように設置されるＥＴＣ車
専用のインターチェンジです。

金城PA

利用者の声利用者の声

・インターチェンジが近くなり便利である。

・周辺道路の渋滞を避けることができ、ありがたい。

・スマートインターチェンジができ便利になった。毎
日通勤で利用し、仕事でもよく利用する。

（宮島スマートIC利用者）

宮島SA

大山PA（事業中）

整備イメージ

H21.7.1現在



 - 50 -

③道路の維持管理分野における技術開発の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路の維持管理の効率化、コスト縮減に資する技術開発

自浄能力を持つトンネル内装板の検討

摩耗、除雪によって消えない区画線の検討

光触媒を利用した汚れにくく、汚れの落ちやすい内
装板の研究

高強度繊維材料などの混入により、除雪グレーダー
等による摩耗の少ない区画線の研究

（H21）道路付属物の簡易状態観測手法の検討

老巧化構造物の劣化調査及び構造物の劣化予測研究

道路付属施設の腐食による倒壊を未然に防止する

簡易な点検手法の研究

撤去予定の橋梁を調査することにより、構造物の老
朽化予測、合理的な維持・管理の基礎研究

道路照明柱探傷装置の開発 小幅トンネル清掃車の開発

技術開発、研究事例（大学とも連携）

・道路施設の点検、診断、補修は、高度な知見や技術力を必要とするが、未だ人力と経験に多くを依存しており、
維持管理の効率化、コスト縮減に資する技術開発を推進する。

・「小幅トンネル清掃車」「ITパト」「路面性状予測システム」「道路照明柱探傷装置」などの技術開発を行って
きた。今後も独自の研究開発や民間開発新技術の活用、大学との連携による共同研究・委託研究などにより現場
のニーズにタイムリーに応えるための調査・研究開発を推進していく。

・・・など
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重点目標２：地球環境問題への対応 

 

 

・「ベスト運動」は、福山都市圏交通円滑化の主施策として、協賛企業、会員、委員会および（株）エフエムふく
やまの４者が連携して、年間を通じた毎月のノーマイカーデーを実施する運動である。

・意識・行動変化を促す施策や、参加しやすい環境づくりのための施策などにより、都市圏全体にモビリティ・マ
ネジメントの考え方を包括的に導入し、継続・定着に向けた取り組みを実施中。

継続・定着に向けた取り組みを実施中

福山都市圏「ベスト運動」 （広島県）

【主体施策：「ベスト運動」⇒持続のための仕組み（受け皿）】 【意識・行動変化を促すための施策】

【参加しやすい環境づくりのための施策】

①ベスト会員（市民）
・月に1回以上 エコ通勤

・ベスト運動への参加状況を
報告

・抽選でプレゼント

楽しみながら
エコ通勤を継続

②協賛企業
・企業の社会的責任(CSR)

・参加者特典原資となる協賛
金出資

・従業員への運動告知

地域・社会貢献と
その広報効果

③委員会（行政）
・仕組みづくりと検証改善

・会員確保、参加増に向けた

広報実施
・運動全体のマネジメント

渋滞緩和と
環境改善の達成

④地元FM局
・既存の特典運用システム

・既存FM会員への運動告知

・地域の活性化に寄与

会員増加
中心市街地再生

それぞれが
それぞれの
メリットを
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